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 ～「かえってきた！たまごっちプラス」の世界本格展開に向け模倣品対策を強化～ 

 携帯育成デジタルペット「かえってきた！たまごっちプラス」の 

模倣品製造業者を中国において摘発 

 

                              株式会社バンダイ 

 

（株）バンダイ〔本社：東京都台東区 社長：高須武男〕は、携帯育成デジタルペット 

「かえってきた！たまごっちプラス※」（日本小売価格２,０７９円／税込）を世界市場に

向けて販売展開するにあたり、その模倣品対策を強化します。 

 その手始めとして、6 月 21 日、中国広東省深 市の質量技術監督局(製品品質管理と模倣

品取締とを管轄する行政当局)に要請し、たまごっちの模倣品を生産している同市内の工場

を 6 月 21 日に摘発、模倣品や模倣品部材など５万点（たまごっち本体、本体用各種部品、

パッケージ等）の押収に成功しました。対象の工場は、摘発の日より 3 ヶ月程で行政処罰

が下される見通しです。 

 

「かえってきた！たまごっちプラス」は、２００４年３月の日本発売開始以来８月末ま

での５ヶ月間で累計販売数１００万個を突破する見込みです。海外では、欧州・アジア合

計１８カ国以上で既に販売展開しており、北米地域においても８月１５日から販売を開始

します。この好調な販売に併せてその模倣品がアジア各国に出回り始めており、現在まで

に中国、香港、台湾、韓国、タイ、シンガポールの６カ国で模倣品を確認しています。模

倣品には色々なタイプがありますが、品質面で粗悪である点(①キャラクターの育成が困難

なこと。②商品間等での交信が出来ないこと等)は共通しています。 

 

バンダイでは今回の中国摘発工場以外にも模倣品製造業者が多々存在するものと見てお

り、今後も「かえってきた！たまごっちプラス」の模倣品の氾濫を防ぐため、模倣品製造

業者・販売業者の発見に注力し、行政摘発だけでなく民事・刑事の両面からも徹底した模

倣品対策を推進してまいります。 

 

 

 

 



※「かえってきた！たまごっちプラス」 

（海外での名称は「Tamagotchi connexion（ﾀﾏｺﾞｯﾁｺﾈｸｼｮﾝ）」） 

「かえってきた！たまごっちプラス」はお世話をすると成長する携帯育成デジタルペッ

トで、お世話の度合いに応じて様々なキャラクターに成長します。また赤外線通信機能

を搭載しており、他のたまごっちと通信をすることで（通称：たまツー）、お友達になっ

たり、おみやげを交換したり、仲良し度がアップすれば２世を誕生させることができる

など、コミュニケーション要素も充実しています。 

 販売地域（２００４年７月２０日現在）：日本、フランス、イギリス、スペイン、ポルト

ガル、ベルギー、オランダ、ルクセンブルグ、アイルランド、ドイツ、台湾、オースト

ラリア、香港、中国、タイ、シンガポール、マレーシア、スイス、オーストリア 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

バンダイホームページ http://www.bandai.co.jp 

    たまごっちホームページ http://tamagotch.channel.or.jp/ 

 

 



写真：「かえってきた！たまごっちプラス」真正品・模倣品 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


